
第３９回東海地区年代別ボウリング選手権大会 

《開 催 要 項》  

  

主  催    東海地区ボウリング連合 

公  認    公益財団法人 ＪＡＰＡＮ ＢＯＷＬＩＮＧ 

主  管    三重県ボウリング連盟  

  

開催期日  ２０２５年６月１４日（土）～１５日（日） 

競技会場  鈴鹿グランドボウル（公競№123-56）AMF 50Ｌ 

      〒513-0803 三重県鈴鹿市三日市町赤土田 1053 

      TEL:059-382-3232  FAX: 059-382-2196 

競技種目  年代別個人戦（男女混合）  

①１０歳代の部 ②２０歳代の部 ③３０歳代の部   

④４０歳代の部 ⑤５０歳代の部 ⑥６０歳代の部 ⑦７０歳以上の部 

競技方法   年齢性別ハンディキャップを採用する。 

各部門とも１人３ゲーム３シリーズ投球し、９ゲームの合計得点により各部門の選手           

権者を決定する。  

ハンディキャップ  １ゲームにつき、女子は１５ピン、７５歳以上は５歳増すごとに更に５Ｐを加算する。 

年齢基準   ２０２５年４月１日現在の満年齢とする。  

競技規定   ＪＢ選手権競技会規定およびＪＢボウリング規則を適用する。  

褒    賞   各部門とも 優勝  賞状およびメダル・持ち回り優勝杯 

準優勝～第３位 賞状およびメダル  第４位～第８位 賞状  

             ハイゲーム・ハイシリーズ 

参 加 料   予選  １名 ８，１００円 ただし、ジュニア・中部学連会員は、１名７,４００円  

参加資格  １．２０２５年度の東海地区連合加盟の各連盟登録会員で、各連盟が推薦した選手。

２．２０２５年度の東海地区の各県に在住または在学する中部学生連盟の登録会員で 

中部学生連盟の推薦する選手。  

参加割当  次の通りとするが、増減の希望のある団体は、すみやかに大会事務局まで申しでて下 

さい。  

 

団体名  10歳代  20歳代  30歳代  40歳代  50歳代  60歳代  70歳以上   合計  

静岡県  ４ ４ ４ ４ ６ ８ ６ ３６ 

愛知県  2７ １３ ７ ６ ２４ ３０ １４ １２１ 

岐阜県 ７ ７  １ ３ ３  2１ 

中部学連   １           １ 

三重県 １２ ６ ７ ７ 1６ ８ １１ ６７ 

合 計  
5０ ３１ 1８ 1８ ４９ ４９ ３１ 

2４６ 
９９ 1４７ 

 



 

申込方法   団体ごとに取りまとめ、期日までに下記申込先に申し込みこと。  

      〒453-0044 名古屋市長柄区鳥居通4-21 

      愛知県ボウリング連盟  Tel：052-433-9910   Fax：052-433-9911 

      e-mail info@aichi-bowling.com 

 

申込締切 ５月16日（金）必着 

  

 

そ の 他   １．参加選手は、ＪＢ会員証、ボール検査合格証を必ず携帯すること。 

      ２．ユニフォームは、各連盟制定のもの、各クラブ、実業団、高等学校のいずれでもよ

い。ジュニアジャパン認定選手については、ジュニアジャパンユニフォームの着用

を認める。ただし、いずれも所属連盟を明示すること。また、中部学生連盟会員

は、各学校制定のものでよい。 

３．開会式には、監督はコンコースにて、また④４０歳代の部 ⑤５０歳代の部 ⑥６０

歳代の部 ⑦７０歳以上の部の選手は 1回戦指定レーンボウラーズベンチにて参加し

て頂きます。 

４．中間表彰式、閉会式には表彰該当者全員が参加すること。  

５．監督は監督会議に必ず出席すること。  

６．ボールについて 

参加選手は、大会に使用するすべてのボールを競技前に登録しなければならない。 

大会使用ボールの登録は２個目から１個につき５００円の登録料を納入するものと

し、ボールの追加登録は原則として認めない。 

大会に使用するボールの持ち込みは４個以内に自粛すること。競技中に参加全選手

の中から無作為にボール検査を実施する。シフト終了後、主管役員により指名され

た選手は速やかにボール検査に協力すること。登録していないボールを会場へ持ち

込んだ場合、それまでの記録は全て無効とする。 

未検査ボール、ボール検査合格証の不携帯の場合は、競技開始前に検査を受けるこ

と。この場合の検査料は１個５００円とし、大会期間中のみ有効のボール検査合格

証を発行する。 

７．同意の無い選手が映り込む写真や動画撮影については個人使用の範囲に留め、 Ｓ

ＮＳ等へのアップロードは禁止とする。 

８．選手の移動等の妨げになるため、三脚等を利用した固定カメラでの写真や動 画撮

影は禁止とする。ただし、メディア等の取材や、行政などの視察等に関 わる撮影

等、主催者にて許可したものは、上記の限りではない。 

９．主催者として傷害補償責任等は一切負わない。各自において保険証（原本ま たは

写し）を持参するとともに、事故や怪我等に備え補償を受けられるスポ ーツ傷害

保険等へ加入すること。 

mailto:mbf@jbc-mie.jp

